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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(60) 農業近代化資金保証料助成制度 

ＪＡバンク大分（大分県） 

 

新規 継続 

○ 
 

（平成 年 月） 

 

1 動機 

（経緯） 

厳しい経営環境に置かれている農業者を支援するため、農業近代化資金の借入れ

に係る保証料負担を軽減するための助成を行い、農業者との関係強化および農業

融資の伸長を図るとともに、設備投資等による農業生産の拡大、また、生産者の

農業所得増大を図ることを目的として取組みました。 

 

2 概要 1.実施期間： 

 平成 28年 4月 1日から平成 31年 3月 31日 

2.事業予算 

 各年度 30百万円 

3.保証料助成率 

保証料 助成率（信連負担） 保証料負担（借入者） 

0.30％～0.55％ 0.30％～0.55％ 0.00％ 
 

3 成果 

（効果） 

取引実績（平成 28年度） 

件 数：103 件   （前年対比：133.8％） 

金 額：633 百万円 （前年対比：161.5％） 

4 今後の予

定（課題） 

地域農業の振興を図るため、農業者等への訪問活動により資金ニーズを的確に把

握し、農業メインバンク機能の強化に努めます。 

また、今後も継続的に当資金（保証料助成制度）の優位性にかかるＰＲを積極的

に実施していきます。 
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